
‭ミノキシジル外用薬・内服薬に関する利用者実態‬
‭調査-ヘアケアクリニック編集部‬

‭調査期間‬‭：2025年8月12日〜9月12日‬
‭調査方法‬‭：インターネット調査‬
‭調査対象‬‭：20〜50代のAGA治療目的におけるミノキシジル利用経験のある男性‬
‭調査人数‬‭：142名‬
‭調査主体：‬‭ヘアケアクリニック編集部‬

‭調査サマリー‬
‭●‬ ‭調査対象：20〜50代男性、ミノキシジル利用経験者142名‬

‭●‬ ‭個人輸入代行は7.7%に留まり少数派‬

‭●‬ ‭オンラインクリニック（36.6%）と専門クリニック（23.2%）が主流‬

‭●‬ ‭費用の中央値は月額5,000円前後で、4,000〜6,000円帯が最多‬

‭●‬ ‭特に４０〜５０代では「安さより安心感」を重視する傾向が顕著‬

‭利用しているミノキシジルの種類‬

‭回答項目‬ ‭人数‬ ‭割合‬

‭ミノキシジル外用薬（発毛剤・塗り薬など）‬ ‭85名‬ ‭59.9%‬

‭ミノキシジル内服薬（ミノキシジルタブレットなど）‬ ‭31名‬ ‭21.8%‬

‭両方利用※‬ ‭26名‬ ‭18.3%‬

‭合計‬ ‭142名‬ ‭100%‬

‭外用薬の利用が過半数を占める（約60%）‬‭。これは、内服薬に比べて副作用リスクが低く、‬
‭市販・通販で容易に入手可能な点が影響している可能性が高い。‬

‭※両方の利用経験がある場合は両方と回答‬

‭ミノキシジルの購入方法‬



‭回答項目‬ ‭人数‬ ‭割合‬

‭オンラインクリニック‬ ‭52名‬ ‭36.6%‬

‭泌尿器科など専門クリニック‬ ‭33名‬ ‭23.2%‬

‭総合病院‬ ‭17名‬ ‭12.0%‬

‭個人輸入代行のネット通販‬ ‭11名‬ ‭7.7%‬

‭市販のネット通販‬ ‭15名‬ ‭10.6%‬

‭ドラッグストア‬ ‭9名‬ ‭6.3%‬

‭無回答‬ ‭5名‬ ‭3.5%‬

‭合計‬ ‭142名‬ ‭100%‬

‭「医師を介した正規ルート」が6割超‬‭。個人輸入代行は限定的。‬

‭オンラインクリニック（36.6%）と専門クリニック（23.2%）が大きなシェア。個人輸入代‬
‭行は7.7%にとどまる。‬

‭ミノキシジルにかかる毎月の費用‬

‭費用レンジ‬ ‭人数‬ ‭割合‬

‭〜1,000円‬ ‭2名‬ ‭1.4%‬

‭1,001〜2,000円‬ ‭6名‬ ‭4.2%‬

‭2,001〜3,000円‬ ‭15名‬ ‭10.6%‬

‭3,001〜4,000円‬ ‭20名‬ ‭14.1%‬

‭4,001〜5,000円‬ ‭28名‬ ‭19.7%‬

‭5,001〜6,000円‬ ‭25名‬ ‭17.6%‬

‭6,001〜7,000円‬ ‭17名‬ ‭12.0%‬

‭7,001〜8,000円‬ ‭7名‬ ‭4.9%‬

‭8,001〜9,000円‬ ‭9名‬ ‭6.3%‬



‭9,001〜10,000円‬ ‭7名‬ ‭4.9%‬

‭10,001円以上‬ ‭6名‬ ‭4.2%‬

‭合計‬ ‭142名‬ ‭100%‬

‭4,001〜5,000円（19.7%）・5,001〜6,000円（17.6%）と、4,000〜6,000円程度の価格帯で‬
‭の利用者が、40%程度を占める。‬‭「費用対効果の取れる価格帯」＝月額5,000円前後‬‭が最も‬
‭安心して続けやすいラインと考えられる。一方で、7,001円以上を支払う層は全体の約2割に‬
‭とどまる。これは、価格が一定以上になると「続けやすさ」が損なわれるためと考えられ‬
‭る。‬


